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エシカル・プロジェクト
レポート

タレント／エシカル・コーディネーター／
「エシカル・ペネロープ株式会社」代表取締役

1967年、愛知県生まれ
1987年、モデルデビュー後、テレビ番
組出演を期に、タレント活動開始。
1996年、パリ留学。
1999年、セレクトショップ「ペネロープ・
パリ・ペティヨン」をオープン。以後10年
間経営。
2005年、5年間の休業を経て、タレント
活動を再スタート。
現在は、おしゃべり・講演・絵本の読み
聞かせ・司会・執筆などの活動のほか、
エシカル・コーディネーターとして、エ
コロジカルで人道的なエシカル・ファッ
ションの普及活動を中心に、フェアト
レード推進などにも取り組んでいる。

■インタビュアー　
　エシカル･プロジェクト　松本 涼子

原田さとみ 氏
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セレクトショップ経営から、 
エシカル・コーディネーターへ

松本　2010年7月1日に設立された「エシカル・ペネロープ株

式会社」について、経緯をお聞かせください。

原田さとみ氏（以下、敬称略）　1999年から10年間「ぺネロー

プ・パリ・ペティヨン」というセレクトショップを経営していま

した（2009年7月31日に閉店）。それまでの私はモデル・タレ

ントとしてテレビやイベントに出演したり、ラジオでおしゃべ

りしたり、広告のモデルになったりといった活動が中心でした

が、“お店”という空間で、自分の大好きなファッションという

分野での表現も、一つの自分の表現なのでは?と思い、セレクト

ショップという形に行き着きました。

　いつも買い付けに行くパリで4年前、新しく開催された展示

会「エシカル・ファッションショー」（注1）に買い付けに行った

んです。そこでは環境に配慮した、モラルある商品作りをして

いる「エシカル・ファッション」というコンセプトの服や下着、

靴、バッグやアクセサリーに出会うことができました。私が探

していたファッションの流れがあることに感激しました。そ

もそも、その2年くらい前から、お店にはフェアトレード商品を

入れていたんです。「ウチのようなセレクトショップでも、チョ

コレートなどのフェアトレード商品を置いてもいいんじゃな

いか」と思ってお店に導入してみたら、お客様の反応や意識が

思いのほか高くて。もともと流行のものを扱うというよりも、

本当に自分の欲しいものがわかっている人たち、意識の高い大

人の人たちのためのセレクトショップだったので、「あぁ、やっ

ぱりちゃんとした意味のあるものを置けば、理解していただ

き、ちゃんと売れるんだなぁ」ということを実感しました。数

万円のお洋服の中に300円のチョコレートっていうバランス

がよかったのかもしれません。一般では少し高めのチョコレー

トでも、この中では安く感じますよね。

　それから、徐々にお洋服までフェアトレード&エシカルなも

のに変えていこうと商品を探していた時に「エシカル・ファッ

ションショー」に出会ったんです。新しくエシカルを始めたと

いう感覚ではなくて、もともとお店自体がエシカルな要素を

持っていたんだと思います。今までパリで買い付けていたデ

ザイナーたちに対しても、オーガニックな素材であるかはさて

おき、作る人の顔が見られるやりとりをしていましたから、や

り方はもともとエシカルだったのですね。それに小さなセレ

クトショップでしたから、数は多くないけれど良質なものを仕

入れたくて、少しずつでも注文できるデザイナーさんとの取引

が中心となっていました。お店で売りさばける分を継続的に

仕入れることができるよう、無駄のないようオーダーして作っ

てもらっていました。ものが残るというのも、売る側の責任と
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面でも利益の面でも

NPO的ですよ（笑）。

　10年間お店を背

負うというのは、や

はり大変でした。ま

たそのうち背負うん

ですけど、これから

はその背負い方を

少し変えると思いま

す。たとえば、ある

企業から「何か世の

中の役に立つことで

ビジネスにつなげた

い」というお話をい

ただけば、私はそれ

をエシカルやフェア

トレードにおつなぎしようと思っています。自分一人でお店

をやっても限られた範囲ですが、大きな企業がお店を出すので

あれば、さらに大きな範囲でフェアトレードやエシカルを広げ

られる可能性があります。大企業がフェアトレードのお店を

立ち上げれば、おのずとフェアトレードのお洋服や商品を買う

人が増えますよね。そうすることによって途上国の人たちに

仕事が増え、それが生活を支え、貧困が確実に減ると信じてい

ます。フェアトレードと現地の経済は直結していますから。

 　「フェアトレード」という言葉も、さらには「エシカル」となる

ともっとわかりにくい言葉ですよね。私たちの暮らしや普段

の何気ない行動すべては、世界のいろんなところとつながって

いますが、その行動によって誰かが犠牲になっていたり、悲し

い思いをしていたりしたら…?と考えたら、私たちは軽率なこ

とはできなくなります。自分たちの暮らしを考えるように、遠

く離れていても作っている人たちのことを考え、思いやって見

てみる。他人事ではなく、自分事と考え行動する。それが「フェ

アトレード」であり、「エシカル」であって、そんなに難しいこと

ではありません。もっともっと社会に浸透させていけるよう、

わかりやすく、そして入りやすく説明しなければならないと

思っています。フェアトレードの商品を購入することによっ

て、寄付ではなく、現地の生産者の方々と対等にモノづくりを

考え、または彼らは誇りを持って生産に携わることができま

す。また自分たちの作ったモノが地球の裏側の私たちのとこ

ろへ来ていて、こんなに喜ばれているんだよってことを伝える

ことで、社会の歪（ひず）みの中にあった彼らの生活が向上し、

それが持続的に守られてゆく、というのがフェアトレードであ

り、エシカルです。だから協賛していただく企業の方にお願い

しているのは、「お試し」ではなくて「続けて下さい」ということ

なんです。続けることが現地の方々への本当の思いやりだと

思うんです。そして「こちらの国では、こういうものが欲しが

られていますよ。こうした方が、売れますよ」と改善策をアド

して考えたいと思っていましたし、仕入れたものはちゃんとお

嫁（お客様のところ）に行って幸せになって欲しいという感覚

があったんですよね。ですから、もともとお店自体が持ってい

た要素に、さらに“人道的なモラルを持ったファッション”とい

う「エシカル・ファッション」というタイトルを得て、より動き

やすくなったと感じています。

　では、なぜ10年でお店を閉めたのか。ファッション性という

観点から見て、フェアトレードの商品は成長中で、ファッショ

ン性を重視しているプロの製品はまだまだ少なく、洗練されて

いません。それに、リサイクルされたものを使って作る商品は

生産が安定しないため、オーダーがしにくいこともあります。

モードとして展開するには、これから改善すべき点はたくさん

あるでしょう。

本来、生産まですべて現地で行うフェアトレードが理想です

が、商品のデザイン性という意味では、今は理想でしかありま

せん。そのため今はまだ完璧なフェアトレードではなくても、

たとえば原料・素材・生地は途上国のもので、デザイナー・縫製

は専門技術のある先進国の人で、といった柔軟さがあってもい

いと思います。それがもっと身近に、みなさんの手の届くとこ

ろに存在できるのがエシカルだと考えているんです。フェア

トレードの、一歩手前のところに。そうしたことから、世の中

がエシカルな方向へ向かうように、「これは世の中にいいこと

で、楽しくて、おしゃれで、かっこいいことなんですよ」って推

進するのが私の使命なのかなって感じ始めました。それが、私

がお店をいったん閉めた理由かな。お店を閉めたことで、モノ

を売る立場からエシカルの啓蒙活動ができる立場に変わりま

した。エシカルやフェアトレードの推進活動を通じて、買う人

を増やすのと同時に、作る人・売る人の数を増やし、商品として

のクオリティーもよくなっていくことが大事と感じています。

これを同時に進めないと、よい経済循環が生まれないのではな

いでしょうか。

松本　なるほど。それで、エシカル・コーディネーターとして

の仕事を始められたんですね。

原田　そうです。お店の再開の目標は2012年です。だから私

に今できることは、エシカルな環境を整えることです。

　現在は、デザイナーとお店をつなげたり、企業と人をつなげ

たりする活動をしています。といってもまだお仕事としてと

いうよりボランティアなんですけどね（笑）。持続可能な活動

ができるよう、「エシカル･ペネロープ株式会社」としましたが、

長年所属していたモデル事務所を辞めて独立したので個人の

事務所にしたということでもあり、それと、エシカル・コーディ

ネーターとしての活動をミックスした会社にしました。エシ

カルやフェアトレードのファッションショー・イベントなどの

企画・運営などの場合には会社でなければできないお仕事も

ありますので、一応形としては株式会社なのですが、気持ちの
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間もいますから、心強いです

ね。

　次のショーでは、私が輸入

している「エシカル・ペネロー

プ」のエシカル・ファッショ

ンを中心にしながら、いつも

衣装協力をしていただいて

いるフェアトレードのファッ

ションブランドで、日本での

パイオニア的存在「ピープ

ル・ツリー」(注2)の新作をご

紹介します。さらには、アフ

リカのフェアトレードの生地

を使って、以前私のお店のオ

リジナルを作ってくれていた

デザイナーによってクリエイ

トするスペシャルなお洋服

で、ハイセンスなショーを演出しています。“おしゃれに、楽し

く、かっこいい”ファッションショーとなり、観ている皆さんに

夢を見ていただけるといいなって思っています。そして「かわ

いいなぁ」「欲しいなぁ」と思ってくれるところからのスタート

で、「フェアトレードって、こんなにおしゃれでかっこいいこと

なんだ」と、広く多くの皆さんに気づいて欲しいんです。

　私たちの扱っているエシカル商品は、フェアトレードの面で

見ると完璧ではありません。エシカルは、途上国に限らず、人

にも地球にも優しい思いやった方法で生産されているもので

あれば、それ以外の国からでもありだと思います。世の中には、

途上国だけでなく先進国でも、社会の歪みの中で苦しんでいる

人はたくさんいます。エシカルは範囲をもう少し広げて、今の

世の中にあった方法として、日本国内･先進国内からの貿易に

おいても、フェアであり、人道的であり、エコロジカルであるこ

とを大切にします。そしてさらに大事なのは、デザイン性、ク

リエイティブ性。消費者の裾野を広げるためには、これは大事

な要素だと思っています。

　エシカルとは、エコロジカルで安全な素材･染料を使用して

いるか、正しい労働環境が守られ公正な賃金で生産･発注がさ

れているか、地域に伝わる製法や伝統技術を後世に残す努力を

しているか、といった条件をクリアして作られたもののことを

いいます。モラルを守り、メッセージを持ったこれらの商品を

一人でも多くへ届けるためには、さらにデザインも質も確かで

あることが必要で、これがもう一つの大きな条件です。見た目

のデザイン性に魅かれ選んだモノの、その背景が公正であり、

正直であり、生産者にも地球環境にも優しいものであれば、未

来はよい方向へ進むのではないでしょうか。モノをつくり売

る側の責任は大きいと感じています。

　そしてこれらの商品は、ただ単に着る使うなどのモノとして

の側面だけではなく、モノ自体に多くのメッセージを持ってい

バイスし、いいモノづくりを応援することは、持続可能を願う

「思いやり」の気持ちからと私は、思っています。ひとことでエ

シカルってなんですかと聞かれたら私は、「エシカル」=「思いや

り」だと答えます。

「これからのフェアトレード」のための、 
エシカル・ファッションショー

松本　エシカル・コーディネーターとしていろいろな活動をさ

れていますが、今一番力を入れているのはどんなことでしょう

か?

原田　フェアトレード&エシカルのお洋服で、ファッション

ショーを企画プロデュースしています。2009年11月に、私が

サポーターを務める国際協力機構（JICA）中部で、初のフェア

トレード&エシカル・ファッションショーを行ったのをきっか

けに、今年5月8日の世界フェアトレードデーには、名古屋市栄

の街中の会場でファッションショーを開催しました。たいへ

ん多くの方々が集まり、名古屋でのフェアトレードの感心の

高さを感じたと同時に、ファッションショーのようなイベント

性の高い演出をすれば、フェアトレードを知らない方々も興味

を持って集ってくださり、知っていただくチャンスとなること

を実感しました。モデルであり、ファッションの分野に携わっ

てきた私ができる表現でフェアトレードの魅力を伝えること

ができるのなら、と自分の得意な分野から始めたのです。こ

れまでもお店でオリジナルのお洋服のコレクションを年2回、

シーズンごとに、ファッションショーで発表していました。ス

テージだけでなく、和庭園や長屋通りでファッションショーを

するなど、これまでもいろいろ趣向を凝らしてきましたので、

ショーは得意分野です。協力してくれるそれぞれのプロの仲



エシカル・プロジェクト レポート 01 Interview 原田 さとみ 37

と思っています。水基金も皆さんの寄付から温かい気持ちが

伝わってきますし、協力してくださっているお店の方々からも

「すごく気持ちがいい」と言われますしね。そういった小さく

ても尊い“いいこと”が連鎖反応していくのが、私の理想です。

デートの時とかで彼がこの水基金を見て「ああ、じゃあ置いて

いこうか」と寄付をしてくれたら、彼に惚れ直しちゃいますよ

ね。ヨーロッパでさり気なくチップを置くような感覚ででき

たらクールだよね、それが自然にムーブメントになって習慣に

なっちゃったら名古屋の街ってカッコいいよねって、いま盛り

上げているところなんです!

松本　今お話にあった「コップなごや水基金(=水基金)」につい

てお聞かせ下さい。どのような経緯でプロジェクトを立ち上

げられたのですか?

原田　水問題は地球上の重要な課題です。この地球上に住む

人の中で8人に1人は、きれいな飲み水を得ることができませ

ん。途上国では汚染された水のせいで命を失う人も多くいま

す。その一方、先進国では国境を越えた水の取り合いで戦争

だって起こりかねません。今世界中では水問題・資源問題に

危機を感じている有識者たちによって、タップ・ウォーター・プ

ロジェクトがいろんな方法で進められています。「タップ」と

は水道の蛇口のこと。このプロジェクトは、ペットボトルのお

水をできるだけ飲まずに、水道からのお水を飲みましょう! と

いう運動です。市長が宣言して、街中で水のペットボトル使用

をボイコットしている都市もあります。すでに、店頭から水の

ペットボトルが消えている街もあるのです。

　自分の飲んでいるお水が自然からの命の恵であり尊いもの

だ、そして私たちは奇跡的にいただけているのだということに

ます。どのような人々が、どのような思いで作っているのか、

そして私たちがこれらの商品を選ぶことで、世の中がどのよう

に変わって行くのか。世界とどのようにつながっているのか

…、ということに気付かされるでしょう。

 フェアトレードやエシカル商品を購入･使用することで、まず

は自分自身の意識が高まり、地球環境に優しい行動を誘発し、

周りにも影響を与えるでしょう。正しき商品を「選ぶ」という

一人ひとりの小さな行為が、大きな活動へとつながる可能性を

秘めています。“ほんとうの上質で心豊かな暮らし”って?と考

えるきっかけとなってほしいのです。「買う」ものを「選択」す

ることではじまる未来があると、私は信じています。

　 「これまでのフェアトレード」から、「これからのフェアト

レード」へと向かうためには、消費者のニーズにあったモノを

作らなければならないとも考えています。私はセレクトショッ

プ経営という少し違った分野からの視点で、フェアトレード

推進のお役に立てたらと思っています。フェアトレードの商

品を「デザインはいまいちだけれど、途上国の協力なんだから

買ってあげる」というのはもう過去のこと。これからのフェア

トレードはデザインも質も向上し、説明しなくてもモノのデザ

イン力で売れてゆく時代がやってくると思います。いいモノ

を作り売れていくこと、それが途上国の人の誇りにつながると

私は信じています。

地域を考えるプロジェクト、 
コップなごや水基金

　今、だんだんエシカルの認知度が上がってきていますし、「エ

シカルってなんだろう」と思うところからムーブメントが起こ

るのは大事だと思うんです

よね。

　まず皆さんに興味を持っ

ていただくためには、「おしゃ

れに、楽しく、かっこよく」そ

して「気持ちいい」も大事な

要素だと思っています。私の

もう一つの活動である「コッ

プなごや水基金」（注3）もそ

うなのですが、いいことをす

るにも楽しくないと続かない

し、楽しいことは、自分の人生

をも豊かにしてくれると思う

んですよね。

　基本的に人間はみんな“い

い人”と私は信じているの

で、私はそれを行動に移す

キッカケを作れたらいいな
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　基金の方法は、レストラン、カフェなどの飲食店で、無料サー

ビスで提供されているコップのお水に対し、お客さまに募金

をしていただくというものです。飲食店の各テーブルの上に、

「コップなごや水基金」からのメッセージの書かれたカードを

置きます。お客様にご賛同していただき、カードの上にお気持

ち分だけ、寄付金を置いていただきます。そして、みなさまか

らの寄付金は、都市部と山間部の人･モノ･コトの交流や森林保

護育成援助、間伐材商品開発など、木曽川流域の活性化支援に

使わせていただきます。一滴も無駄にしないように、100%が

流域である山間部へと届きます。都市部でお金を集めて、山間

部で使ってもらうことが基本です。都市部での費用、紙･印刷･

ウェブ制作･カードや商品デザイン、すべて皆さんからの無償

のご協力で成り立っています。ご理解くださったプロの皆様

の温かいご協力の元「コップなごや水基金」は設立できたので

すよ。本当にいつも周りの皆様には感謝しています。“世界中

すべての人がおいしいお水を飲むことができて、笑顔が増えま

すように”との願いを込めて、そして“いつもおいしいお水をあ

りがとう”という感謝の気持ちです!

　現在は市内約30のレストランやカフェに、募金をご協力い

ただいています。今はまだ私が自分で回れる店舗数ですが、こ

れからお店が増えていくので、お店を回ってくれるメンバーを

増やさないといけなくなりますね。

松本　「コップなごや水基金」の成果は?

原田　本当に始まったばかりですが、寄金の利用第1弾は、木

曽川流域の中津川市加子母村の間伐材を使って、「コップなご

や水基金」のカードを立てるスタンドを作っています。当面は

加子母への支援が続くと思いますが、今後の寄金の行き先は、

木曽川流域の支援活動をしていらっしゃる先輩方や専門家の

方々のお話を聞きながら、必要な時に必要なところへ支援をお

届けできるよう丁寧に活動を続けたいと思っています。これ

は国内フェアトレードといってもいいかもしれません。フェ

アトレードというと海外からのことですが、国内の上流域で間

伐材を購入し、山間部に労働力を生み出し、ヒト・モノ・コトの

流れが活発になることは、上流域との「国内フェアトレード」に

なります。上流域と下流域、山間部と都市部の高低差をなくす

ということは、途上国と先進国の間の格差をなくすのと似てい

るところがありますよね。そして、ただ集まったおカネをお渡

しするだけじゃなく、お互いに利益のある丁寧なお付き合いを

考えています。山間部の間伐材や素材･産品･産物を使い、さら

に買う側である都市部の人間は「こんなデザインのモノをほし

がっているよ」とアドバイスやデザイン協力することで、商品

がもっと売れるものへと変わっていくと思うのです。そして

繋がることで「山間部は今こんなことで困っているよ」という

話も聞こえてきて、お互いに思いやることができるのではない

でしょうか。

気づいたら、感謝の気持ちから何かできないかなと思いまし

た。身近にさり気なく、みんなで水のことを考える機会がある

といいなって。それに名古屋の水道水はものすごくおいしい

んです。日本で2番目においしいと評価されたこともありま

す。利き水をしてみるとおもしろいのですが、市販のペットボ

トルのお水と、名古屋の水道水を飲み比べていただくと、みな

さん必ず「水道水の方がおいしい」と評価されます。名古屋の

お水ってすごいんです。これはちょっとした自慢ですね。そ

んな名古屋のお水のこと、もっとみんなで大事にしようってこ

とで、市内のレストラン、カフェ、料亭などの水道からのお水を

サービスで出しているお店に協力店となっていただき、水基金

を始めました。「うみゃぁ」と評判の“名古屋のお水”は、遠く離

れた長野県から岐阜県を流れる木曽川が、豊かで清らかでなけ

ればなりません。そしてそのためには、流域の市町村、そこで

営む人々、森林、山々が元気である必要がある。安全でおいし

い名古屋のお水は、木曽川流域のみなさんの知恵と、たゆまぬ

努力、そしてやさしさの賜物なんです。

　私たちがいつでもいただくことのできるきれいな“お水”。 

でも地球上で、私たちがおいしいお水をいただけることは奇跡

的なことなのですよね。世界では飲み水を得ることができず

にたくさんの尊い命が失われています。木曽川の流れは、私た

ちの命を守ってくれています。そのことに今一度、感謝して、お

世話になっている木曽川流域へ思いを馳せて、みなさんに水基

金へご協力いただき、基金を使って、山間部と都市部との交流

を盛んにして、過疎化や農林業の担い手不足、水源林の荒廃な

どの課題をともに解決していけたらと思って活動しています。
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が向くようになり、「地域にこんなにボランティアすることが

あったんだ」ということに気づきました。ローカルでしっかり

地に足をつけて活動することによって、グローバルが見えてき

ます。両方のバランスはとても大事だと感じています。子ど

もたちに世界を見せてあげるチャンスを作ることも大事です

ね。それは海外へ行くことで見聞を広めることでもあります

が、国内にいてもグローバルを感じることのできる方法はいく

つもあります。世界中にはいろんな国があって、いろんな言葉･

文化･習慣があって、“みんな違う”ことがいかに面白く素晴ら

しいことで、尊いことなのかということに気づかせてあげられ

たらと思います。これからの子どもたちは、詰め込まれた知識

でものを判断するのではなくて、研ぎ澄まされた感性で柔軟に

世界を感じて、地球村の地球人としてエシカルに物事をとらえ

て、思いやりを持った未来を築いてほしいと思っています。

松本　原田さんは名古屋を拠点に活動されていますが、名古

屋で活動するメリット、名古屋でしかできないこととはなんで

しょうか?

原田　ブログの読者に「名古屋から全然出ないね」と言われた

ことがあります。「名古屋か海外だね」「ホントに名古屋が好き

なんだね」って。私が「原田さとみ」という名前でこの地域のテ

レビに出させていただいて、皆さんに知っていただいているこ

とにとても感謝しています。何もできないこんな私を地元の

名古屋が支えてくれてると、勝手に感じています。器用では

ないけれど、運と徳に恵まれてここまで来させていただけたの

は、地元の皆様のおかげ、ありがたいことです。だから名古屋

には恩があるし、居心地がいい訳なんです。そんな地元名古屋

に何かお返しがしたい、という思いが今の活動につながってい

ます。なので、この名古屋で私にできることをいろいろ考えて

いるんですよ。

ローカルとグローバルのバランスが大切

松本　普段の生活についてもお聞かせ下さい。原田さんは子

育てお母さんとして、どんな生活をされていますか?

原田　子育ては私にとって、切り離せない分野です。一番私の

軸となっているのは、やはり家族ですからね。家のことをしっ

かりやっていないと、私は私でなくなると思うんです。今私は

自分の「好きなこと」と世の中に「いいこと」が結びついた活動

をしています。もちろんそれがビジネスとして成立すること

は理想ですけれど。そのためにもお母さんである私はまず、家

をしっかり守ることが大前提です。それが私の大事な生き方

だと思っていますから、家のことは大事にしたいと思っていま

す。と言いながらも、手を抜いている部分もありますが（笑）。

気づけば息子ももう10歳になりましたので、ほとんど手がか

からなくなっており、どんどん私は外へ出られるようになっ

て、ありがたく感じています。息子と一緒の時間は私の好きな

時間、癒されるので、息子・家族との時間を大事に楽しみなが

ら、お仕事も頑張っています!

松本　お子さんが生まれたことでエシカルの意識に影響はあ

りましたか?

原田　もちろん大いに影響しています。エシカルの種は私の

中にずっとありましたが、芽が出始めたのはやはり子どもを産

んでからですね。

　子どもができたことによって、残すべき地球という存在に目

が向いたというか。ほっとけない、私がやらなくて誰がやる、

というお母さんの発想がでてきました。今までは人ごとだっ

たことに対して責任感が出てきたというか。それに私は「子ど

もは社会からの預かりもの」と思っているので、育て上げて世

の中にお還しすべきと考えています。エシカルな活動は、社会

で子どもを育てるような風潮につながると思っています。

　小学校でも有志のお母さん10人くらいで絵本の読み聞かせ

の活動をやっているのですが、みんなで無理のないように、楽

しく運営しています。今まで自分の子どもに読んできたもの

を、小学校の子どもたちに同じように読んであげています。私

がおしゃべりの仕事をしているから特別などではなくて、みん

ないっしょのお母さんという立場で読み聞かせに参加する。

それぞれのお母さんがそれぞれに違った読み方でいいんです。

楽しく読んでいるお母さんたちの姿を見て「私にも何かできる

かもしれない」って思ってくれるのが理想ですね。地域での人

の輪を広げて、活動を人から人へと継続していくことも大事な

ことと思っています。

　子どもが生まれてから、地域のことや学校のことに自然と目
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モットーは「Slow&Flow」。 
あくまで自然体を大切に。

松本　最後に、今後の活動予定や今注目しているエシカルなも

のについてお聞かせ下さい。

原田　来週から初めてアフリカに行くんです。JICA中部のサ

ポーターとして、ルワンダとエチオピアを訪れます。国際協力

活動をしているJICAの取り組みや、青年海外協力隊員の活動

の様子など見て、さらにはアフリカからのフェアトレードの現

状も視察してきます。そして今後のいろんなイベントや紙面

でその様子をお伝えしようと思っています。

　そして次に開催するファッションショーでは、もともと私の

お店でオリジナルを作ってくれていたデザイナーさんにお願

いして、アフリカの生地を使って、お洋服を作って発表します。

すごくおしゃれなものに仕上がると思いますよ。アフリカの

生地をお洋服にすることで、「ほしい」と思う人が増えれば、ア

フリカの布がもっと売れることにつながります。それがどん

どん広がって現地の生産者の方々の糧となるために、話題に

なったり、こういうものがあるよって知ってもらったりして、

アフリカの布の消費が増え、輸出が増えればいいですね。こ

のデザイナーさんは才能豊かなので、最高におしゃれなものに

なると期待しています。それを10月17日のCOP10（注4）での

ファッションショーで発表するんです。そこでは私の「エシカ

ル・ペネロープ」によるフランスからのエシカル・ファッション

と、日本のフェアトレード・ファッション・ブランド「ピープル・

ツリー」の秋冬新作、「アフリカの生地をフェアトレード調達し

て作るお洋服」を三本柱に、さらにエシカル・ジュエリーの白木

夏子さんの「HASUNA」の秋冬新作が彩りを添えてくれること

となっています。また11月21日に開催される、2年目のJICA中

部「なごや地球ひろば」にて、エシカル&フェアトレード・ファッ

ションショーをプロデュースしています。そこではアフリカ

の生地を使ったファッションショーを予定しています。

　いろいろすべてがチャレンジですよ。すべてをフェアトレー

ドやオーガニックに変えられなくても、たとえばボタンひとつ

からでも始められれば、それはいいこと! 向かっている方向が、

モラルのある、思いやりのあるモノづくりを目指していれば、

それがエシカルかなと思っています。それがいつか完璧にな

ればいいんだと思うんです。これも子育てから得た発想なの

かもしれないですね。ひとつでもいい、三日坊主でもいい、な

にかひとつからでも一歩がスタートできれば、それでいいと思

います。

　私のモットーは、Slow&Flow=ゆっくり流れること。あくま

で自然体で、ゆっくりでいいんだけど、流れを絶やさずしっか

りと続けていくことが大切だと思っています。自分の“時の流

れ”に敏感に耳を傾けられる自分でいたいですね。

　人生には大事な転機が流れてきます。タイミングを逃さず、

その大事な声をしっかりと聞き分けて流れに身を任せたら、こ

こまで心地よく流れてきました。その流れは時には激流で、必

死で漕がなければならない時も、何もしないでも思い通りにゆ

るやかに流れている時もありますが、それが私の人生です。す

べてを受け入れ、あせらずじっくりゆったりと、何が起こって

も堂々と漂い流れ続けることが、心地いいと感じています。そ

れは他の流れに左右されるものではなく、自分で責任の取れる

自分の流れなのです。人生の大事な分岐点は何度も訪れます。

そんな時は「これまで」に囚われることなく、自分の直感を信じ

て「これから」に希望を持って、軽やかステージを移ってきまし

た。辞めること変わることを恐れずに一漕一漕自分で流れて、

世界はどんどん広がりました。今はお母さんとして柔らかく

強靭で粘り強い“たおやかな”女性となって、これまで育ててく

れた地元・社会に愛をお返ししたいと思っています。

　地域のことを大切にしたい、それはここに居ることの感謝そ

のものだから。

注1：【エシカル･ファッションショー】
　ファッション･クリエイター業界でのフェアトレードを目標に、パリで毎年開催
される展示会の名称です。服･靴･バッグ・アクセサリーなど、フェアトレード
商品を中心に、人道的であり、環境に配慮した素材･ビオ･オーガニック･リ
サイクルなどで作った商品をクリエイトしているブランドの新作展示会です。

注2：【ピープルツリー】
　（フェアトレードを実施している「フェアトレードカンパニー」のブランド名。
　フェアトレードカンパニーは、創立者サフィア・ミニーが1991年に設立した
環境保護と国際協力のNGO「グローバル・ヴィレッジ」のフェアトレード部
門として、1995年に誕生。

　アジア・アフリカ・南米の約15カ国、50団体の生産者パートナーが製造する
衣料品やアクセサリー、食品、雑貨などを販売している。

注3：【コップなごや水基金】
　協賛しているレストラン･カフェで提供される水に対して、寄付を募るプロジェ
クト。テーブルの上にメッセージカードを設置して、その上に任意の金額を
置いてもらう。2010年3月から、原田さんが世話人として主催。

注4：【COP10】
　生物多様性条約第10回締約国会議の略称。2011年10月11日（月）～29日（金）
まで、愛知県名古屋市で開催される。


